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１．はじめに 

日本では、バブル崩壊後落ち込んだ国際競争力の再建策の一つとして、「知的財産立国」の政策

が打ち出され（2002 年）、以降大学においても知的財産に関する専門知識やスキル、或は知的財

産マインドを持った人材輩出が求められるようになっている 1）。そのような中で高度な専門人材

に関しては東京工業大学や金沢工業大学、東京理科大学等に知的財産専門職大学院（学校教育法

第 99 条第 1 項に基づく）が設置され、弁理士等の専門人材の輩出に寄与している。一方で、経済

社会を支える知的財産マインドを持った裾野人材の輩出については、必ずしも十分な取組みはな

されていないのが現状である。学部や研究科単位で選択科目として断片的に知的財産教育を提供

している大学、例えば、大阪大学の理工系に特化した実践的知的財産講座２)、などはあるが、必修

科目のように全ての学生が知的財産教育を受ける機会を提供している大学はこれまでになかった。 

一方、山口大学では、平成 15 年知的財産本部の設置、平成 17 年技術経営研究科の設置以降、

学生を対象とした特許情報インストラクター講習会、現代 GP における理工系学生向けや教職を

目指す学生への実践的知財教育、全学部生向けの共通教育選択科目「知財入門」の開発など、知

財教育の実践ノウハウを蓄積してきた。また、特許公報の CSV 取得機能を持たせた山口大学特許

検索システム（YUPASS）の独自開発を行い、全教職員と学生に対し、学内外からアクセスでき

るサービスを実現している。このような背景を基に、山口大学では全国初となる取り組みとして、

2013 年 4 月より共通教育課程において知財教育を必修化した。この取り組みの体制及び必修化の

効果（6 月時点での知見）については報告済みである 3), 4)。本稿では、実際にどのような内容を取

り組んでいるのか具体的に紹介すると共に、講義実施担当者の一人として一考察を示す。 

 

２．共通教育課程における全学必修化の知財教育科目の概要 

対象者は 1 年生全員（約 2000 名）、科目名は「科学技術と社会～○○学部生のための知的財産

入門～」、90 分×8 回の 1 単

位、クラスは全部で 11 クラ

ス（基本は学部毎に編成）で

一クラス約 120 名～230 名

となっている（図 1）。教材

は、基本的には全クラスで

共通のもの使用している

が、学部の特性に応じた補

足を適宜追加等している。

例えば、教育学部では“知財

教育法”、医学部では“医学

部と知財”、経済学部では

“商標戦略”など。講義の目

的は、最終的に受講者が、(1)

 

図 1 共通教育における知財教育必修科目の実施概要 

科目名 開設期 曜日・時限 対象学生 履修見込者
数（実績）

① 科学技術と社会
（教育学部生のための知財入門）

前期Q1
（4～5月）

金曜日
5,6時限

教育学部（学教（教
科）・実践・教育）

120（126）

② 科学技術と社会
（農・獣医学部生のための知財入門）

前期Q1
（4～5月）

金曜日
5,6時限

農学部・共同獣医学部 130（133）

③ 科学技術と社会
（理学部生のための知財入門）

前期Q1
（4～5月）

金曜日
7,8時限

理学部（数理・生化・地
球） ※物情は2年次履修

220（173）

④ 科学技術と社会
（経済学部生のための知財入門）

後期Q3
（10～11月）

木曜日
5,6時限

経済学部（001～220） 220（219）

⑤ 科学技術と社会
（工学部生のための知財入門）

後期Q3
（10～11月）

木曜日
7,8時限

工学部（機械・社建） 170（173）

⑥ 科学技術と社会
（工学部生のための知財入門）

後期Q3
（10～11月）

木曜日
9,10時限

工学部（応化・電気） 170（179）

⑦ 科学技術と社会
（医学部生のための知財入門）

後期Q3
（10～11月）

金曜日
3,4時限

医学部（医学・保健） 190（233）

⑧ 科学技術と社会
（教育学部生のための知財入門）

後期Q3
（10～11月）

金曜日
5,6時限

教育学部（学教（教科
除く）・健康・総文）

120（128）

⑨ 科学技術と社会
（経済学部生のための知財入門）

後期Q4
（11～2月）

木曜日
5,6時限

経済学部（221～） 165

⑩ 科学技術と社会
（工学部生のための知財入門）

後期Q4
（11～2月）

木曜日
7,8時限

工学部（知能・感性・循
環）

190

⑪ 科学技術と社会
（人文学部生のための知財入門）

後期Q4
（11～2月）

木曜日
9,10時限

人文学部（人社・言語） 185
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知的財産の全体像を理解すること、(2)レポートや論文作成時に必要な知的財産の知識など身近な

事例をテーマに初歩的な知的財産対応能力を形成すること、(3)社会活動における知的財産の価値

を実感すること、と設定している。そのため、教員からの一方的な知識の教授にとどまらず、講

義ではワークシートやペアーワーク、毎回の小レポートなどを使ったアクティブラーニング的な

要素も取り込んでいる。教材等の例を図 2 に示す。成績評価は、試験 50％、小レポート 40％、ワ

ークシート 10％を組み合せて総合的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．授業評価と今後に向けて 

図 3 に、Q1 の教育学部を対象としたクラスにおける学生による授業評価結果を示す（5 段階評

価：5．そう思う 4．ややそう思う 3．どちらとも言えない 2．あまりそう思わない 1．そう

思わない）。概ね、担当教員が授業実施上工夫

した点、例えば、話し方、専門用語の説明、

教材の効果的使用、質問対応などについては

高い評価となっている。一方で、学習目標の

達成度、理解度、満足度については、平均よ

りやや高い評価であった。時間外学習につい

ては宿題やレポートをほとんど課していない

ので低い評価となっている。より学生の理解

度、満足度を向上させるためには、日常生活

のより身近なところで起こり得る知的財産問

題や実際で実社会で起こった事例・判例等の

題材の充実化を図り、且つ、分かり易い説明

をしていくなどの工夫が必要と考える。 
1) 知的財産戦略大綱（2002.7.3）、知的財産基本法（2002.4 公布、2003.3 施行）.  2) 「理工系学生のための知的財産教育講座

の在り方」, 青江秀史・吉田悦子（大阪大学）他,産学連携学会第 11 回大会,講演予稿集,0621B0900-3,p165. 3) 「共通教育で

の知財教育の全学必修化による効果」,木村友久･李鎔璟･阿濱志保里(山口大学)他,産学連携学会第 11 回大会,講演予稿

集,0621B0900-4,p166-167. 4) 「山口大学における知財教育の取組み体制」,木村友久･李鎔璟･阿濱志保里(山口大学)他,産学連

携学会第 11 回大会,講演予稿集,P-04,p276. 
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知的財産からみたポテチ専用マジックハンド ～商標～

■ネーミング（商品名）・ブランド

商標登録第5355970号
登録商標：ポテチの手
出願日：2010年1月21日
登録日：2010年9月24日
商品及び役務の区分の数：3

第８類 ピンセット，靴製造用靴型（手持ち工
具に当たるものに限る。），電気かみそり及び
電気バリカン，手動利器，手動工具，エッグス
ライサー（電気式のものを除く。），かつお節
削り器，角砂糖挟み，缶切，くるみ割り器，ス
プーン，チーズスライサー（電気式のものを除
く。），ピザカッター（電気式のものを除く。
），フォーク，パレットナイフ

第２１類 デンタルフロス，なべ類，コーヒー沸かし（電気式のものを除く。），鉄瓶，やかん，食
器類，菓子つかみ用トング，手型の菓子つかみ具，携帯用アイスボックス，米びつ，食品保存用ガ
ラス瓶，水筒，魔法瓶，アイスペール，菓子用トング，泡立て器，こし器，こしょう入れ，砂糖入
れ，塩振り出し容器，卵立て，ナプキンホルダー，ナプキンリング，盆，ようじ入れ，ざる，シェ
ーカー，しゃもじ，手動式のコーヒー豆ひき器及びこしょうひき，じょうご，すりこぎ，すりばち
，ぜん，栓抜，大根卸し，タルト取り分け用へら，なべ敷き，はし，はし箱，ひしゃく，ふるい，
まな板，麺棒，焼き網，ようじ，レモン絞り器，ワッフル焼き型（電気式のものを除く。），清掃
用具及び洗濯用具，寝室用簡易便器，トイレットペーパーホルダー，化粧用具

【商品及び役務の区分並びに指定商品又
は指定役務】

第２８類 手型のつかみおもちゃ，その他のおもちゃ，人形，囲碁用具，歌がるた，将棋用具，さい
ころ，すごろく，ダイスカップ，ダイヤモンドゲーム，チェス用具，チェッカー用具，手品用具，
ドミノ用具，トランプ，花札，マージャン用具，遊戯用器具，ビリヤード用具，運動用具

図 2 教材等の例と講義風景 

図 3 学生授業評価（Q1 教育学部） 




